
今
回
の
泉
北
教
研
の
講
師

で
あ
る
田
中
孝
彦
さ
ん
は
、

武
庫
川
女
子
大
学
の
教
育
研

究
所
教
授
と
し
て
、
男
女
共

学
の
夜
間
大
学
院
（
臨
床
教

育
学
研
究
科
臨
床
教
育
学
専

攻
博
士
課
程
）
で
教
壇
に
立

つ
一
方
、
民
間
の
教
育
研
究

団
体
「
教
育
科
学
研
究
会

（
教
科
研
）
」
委
員
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
科
研
は
「
教
育
学
は
、

目
の
前
に
い
る
子
ど
も
の
存

在
と
ど
う
向
き
合
う
か
、
か

ら
出
発
す
る
べ
き
で
あ
る
」

と
主
張
し
、
現
場
教
職
員
も

多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
田
中
孝
彦
さ
ん
は
、

学
校
現
場
を
最
も
よ
く
知
る

研
究
者
の
１
人
で
す
。

ご
自
身
の
研
究
ス
タ
イ
ル

も
「
子
ど
も
と
直
接
話
し
合

う
」
と
い
う
独
特
の
実
証
的

な
方
法
を
と
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
を
、

今
回
「
子
ど
も
理
解
と
学
習

指
導
を
結
び
つ
け
る
教
育
実

践
を
探
る
」
と
の
題
で
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。

２
０
１
２
年
３
月
ま
で
大

阪
府
教
育
委
員
長
と
し
て
大

阪
の
教
育
に
心
を
砕
い
て
き

た
生
野
さ
ん
は
、
心
療
内
科
・

小
児
科
医
で
す
。
特
に
摂
食

障
害
に
関
し
、
当
事
者
主
役

の
診
療
を
行
い
な
が
ら
、
患

者
や
家
族
が
も
つ
本
来
の
力

を
強
め
る
治
療
を
提
唱
し
て

き
ま
し
た
。
大
阪
で
は
、
摂

食
障
害
患
者
本
人
や
家
族
が

中
心
に
な
っ
て
行
う
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の

中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
外
来
診
療
の

か
た
わ
ら
ス
ト
レ
ス
疾
患
治

療
研
究
所
所
長
も
兼
任
し
て

い
ま
す
が
、
生
野
さ
ん
の
、

命
の
可
能
性
を
信
じ
て
患
者

と
家
族
に
寄
リ
添
い
続
け
る

姿
勢
に
、
大
き
な
共
感
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
演
題
は
「
大
阪
中

の
子
ど
も
た
ち
を
抱
き
し
め

た
い
。
〜
青
年
教
職
員
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
。
年
齢
に
関

係
無
く
教
職
員
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
が
、
参
加
さ

れ
る
方
は
、
泉
北
教
組
に
事

前
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

子どもたちのための最善の教育条件を確保するために泉北教組はがんばります。

№１９４７ 泉北教育 ２０１４年１月１５日 （２）

２月１５日(土)１３:００～１５:００
箕面観光ホテル（阪急箕面駅下車・徒歩５分）
第２５回青年フェスタの記念講演（年齢に関係無く参加

できます）。参加費２０００円は泉北教組から補助しますので、組合員は自己負担

０円。組合員以外の方の自己負担は１０００円。泉北教組への事前申込が必要です。

２月１日(土)１４:００～１６:００
和泉コミセン（和泉市役所敷地内）
泉北教組主催「冬の泉北教研」（どなたでも参加できま

す）。参加費無料（事前申込不要。教育関係の書籍販売

有り。１３：３０より入場できます。）
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